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Fuzzy c-meansクラスタリングはk-meansクラスタリングと同様に非階層的クラスタ

リングであるが, ノイズ変数が増えるほどクラスター構造を見つけることが難しくなるた

め, 重要な変数のみを選ぶことはクラスタリングの精度向上のために必要である. そこで

本研究では, Fuzzy c-meansクラスタリングの目的関数にセントロイドについてのGroup

Lassoペナルティを加える. ペナルティによって, ある変数における各クラスターの代表点

を示す値が全て0になる場合が生じる. セントロイドの値が全て0になった変数をクラスタ

リングには寄与しないノイズ変数とみなすことで, 変数選択を行う.

1. 導入

データ行列X ∈ RN×Pが与えられ各個体n = 1, ..., Nをグループc = 1, ..., Cに分類した

いとき, Fuzzy c-meansクラスタリングの目的関数は,

f(X,B) =
N∑
n=1

C∑
c=1

uαnc‖xn − bc‖22 =
N∑
n=1

C∑
c=1

uαnc

P∑
p=1

(xnp − bcp)2 (1)

である. ただし, αはファジィさを調整するパラメータであり, xn ∈ RPは個体nのデータ
ベクトルを表し, bc ∈ RPはクラスターcのセントロイドベクトルを表す.

しかし(1)式は, 各変数についての目的関数ではない. ある条件で変数pのセントロイド

ベクトルcpが, 0ベクトルになるようなペナルティP (cp)を加えたいため, 目的関数を書き

換える必要がある. そこで, Yamashita & Mayekawa (2015)で明示されている行列形式の

目的関数を用いる.

2. モデル

提案手法の目的関数は以下である.

fR(X,B) =
P∑
p=1

‖DU(1C ⊗ IN )xp −DU(IC ⊗ 1N )bp‖22 +
P∑
p=1

λ‖bp‖2 (2)

ただしDU = diag(vec(U(α/2)))であり, λはチューニングパラメータとする.
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